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最終試験結果の要旨 
 
 公聴会並びに最終試験では、聴講者や審査委員より論文の内容について質疑がなされ、申請者
は概ね適切に回答していた。申請者は十分な学識を有すると判断できる。また、申請者は副論文
の他にも査読付き雑誌論文の業績を有し、国外・国内学会での発表経験も十分に積んでいる。以
上より、本研究科博士の学位授与に値すると判断し、合格とする。 
（システム自然科学研究科） 
